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原
子
力
防
災
の
見
直
し
、
強
化
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
安
全
委
員
会
は
三
月
二
二
日
に
「
「
原
子
力
施
設
等
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
の
見
直
し
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
（
中
間
と
り
ま
と
め
）
」
（
以
下
、
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
と
い
う
）
を
ま
と
め
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
反
省
を
踏
ま

え
て
原
子
力
防
災
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
強
化
す
る
こ
と
は
当
然
の
要
請
で
あ
り
、
政
府
及
び
関
係
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も

必
要
な
取
り
組
み
に
着
手
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
様
々
な
混
乱
や
不
安
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
原
子
力
防
災
の
見
直
し
、
強
化
等
に
係
る
取
り
組
み
の
現
状
及
び
見
通
し
等
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
防
災
指
針
（
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
「
原
子
力
施
設
等
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
及
び
こ
れ
に
代
わ
り
法
定

化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
原
子
力
災
害
対
策
指
針
」
の
こ
と
を
い
う
。
以
下
、
同
じ
）
、
国
の
防
災
基
本
計
画
、
原
子
力
災

害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
関
係
行
政
機
関
の
防
災
業
務
計
画
等
を
改
定
す
る
予
定
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
き
、
本
年
四
月
又
は
「
原
子
力
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
組
織
及
び
制
度
を
改
革
す
る
た
め
の
環
境
省
設
置
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
成
立
し
施
行
さ
れ
る
時
に
改
定
す
る
内
容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
前
掲
法
案
と
の
関
係

で
そ
れ
ぞ
れ
の
改
定
時
期
が
ど
う
な
る
の
か
も
併
せ
て
示
さ
れ
た
い
。

二

Ｅ
Ｐ
Ｚ
（
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
）
の
見
直
し
を
受
け
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
予
防
的
防
護
措
置
準
備
区
域
）
及
び
Ｕ
Ｐ
Ｚ

一



（
緊
急
防
護
措
置
準
備
区
域
）
が
導
入
さ
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

各
原
発
立
地
点
毎
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
及
び
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
線
引
き
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
に
よ
り
、
い
つ
頃
設
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
の
か
。

�

防
護
措
置
の
発
動
に
必
要
と
な
る
Ｅ
Ａ
Ｌ
（
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
）
及
び
Ｏ
Ｉ
Ｌ
（
運
用
上
の
介
入
レ
ベ
ル
）
な
ど
の

事
項
、
手
順
等
に
つ
い
て
は
、
い
つ
頃
に
、
一
に
掲
げ
た
文
書
及
び
政
省
令
の
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
か
。

�

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
通
信
を
は
じ
め
、
防
護
措
置
発
動
を
実
効
的
に
裏
付
け
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
い
つ
頃
ま
で
に
完
了

す
る
の
か
。

�

�
及
び
�
の
事
項
等
の
決
定
以
前
に
、
防
護
措
置
の
発
動
が
必
要
と
な
り
得
る
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
い
か
な
る

基
準
及
び
手
続
き
に
よ
り
、
い
か
な
る
防
護
措
置
が
発
動
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
際
に
、
移
行
期
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
混
乱
を
回
避
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
の
か
。

�

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
は
、
「
プ
ル
ー
ム
通
過
時
の
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
の
防
護
措
置
」
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
プ

ル
ー
ム
通
過
時
の
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
の
防
護
措
置
を
実
施
す
る
地
域
）
の
参
考
値
は
概
ね
五
〇
ｋ
ｍ
）
が
検
討
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
の
改
定
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
と
な
る
の
か
を
含
め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
具

二



体
化
し
て
い
く
の
か
を
示
さ
れ
た
い
。

三

関
係
地
方
自
治
体
は
、
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
、
「
改
正
原
災
法
」
と
い
う
）

の
公
布
後
六
月
以
内
に
、
地
域
防
災
計
画
を
改
定
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
以
下
の
点
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

�

政
府
は
地
域
防
災
計
画
改
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
準
備
中
で
あ
る
が
、
い
つ
頃
関
係
自
治
体
に
提
示

す
る
の
か
。

�

現
実
問
題
と
し
て
、
改
正
原
災
法
の
施
行
時
期
に
地
域
防
災
計
画
改
定
が
間
に
合
う
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
の
か
。
把

握
で
き
て
い
る
範
囲
内
で
、
各
自
治
体
の
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。

�

地
域
防
災
計
画
の
実
施
に
必
要
と
な
る
資
機
材
の
整
備
の
見
通
し
、
及
び
財
政
措
置
、
技
術
支
援
そ
の
他
の
政
府
と
し

て
の
対
応
策
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

避
難
等
の
措
置
を
有
効
に
、
混
乱
な
く
実
行
す
る
た
め
に
は
、
避
難
道
の
整
備
な
ど
、
原
子
力
防
災
の
範
疇
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
施
策
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
災
害
対
応

と
重
な
る
部
分
も
あ
り
、
原
子
力
防
災
の
枠
組
み
を
超
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
政
府
と
し
て
は
財
政
措
置
を
含
め
ど

三



の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
の
か
。

四

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
で
提
起
さ
れ
た
以
下
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
各
地

域
に
お
い
て
対
応
が
い
つ
完
了
す
る
見
通
し
で
あ
る
の
か
。

�

緊
急
時
対
応
拠
点
と
対
策
実
行
拠
点
の
設
置
な
ど
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
係
る
事
項
。

�

関
連
法
制
度
の
検
討
を
含
む
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
的
服
用
に
係
る
事
項
。

�

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
係
る
事
項
。

�

緊
急
被
ば
く
医
療
体
制
に
係
る
事
項
。

五

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
問
題
の
要
件
た
る
「
地
元
の
理
解
」
に
つ
い
て
、
未
だ
政
府
は
「
地
元
」
の
範
囲
を
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
地
元
の
範
囲
を
矮
小
化
し
、
同
意
を
求
め
る
の
は
立
地
自
治
体
あ
る
い
は
現
行
Ｅ
Ｐ
Ｚ
程
度
の
範

囲
に
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
疑
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
き
、
政
府
の
認
識
を
問
う
。

�

現
行
の
防
災
指
針
で
は
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
に
つ
い
て
「
十
分
に
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
原
子
力
施
設
を
対
象
に
、
あ
え

て
技
術
的
に
起
こ
り
得
な
い
よ
う
な
事
態
ま
で
を
仮
定
し
て
、
さ
ら
に
、
十
分
な
余
裕
を
持
っ
て
示
し
て
い
る
も
の
」
と

説
明
し
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
七
月
二
〇
日
の
衆
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
で
班
目
春
樹
原
子
力
安
全
委
員

四



会
委
員
長
は
「
原
子
力
安
全
委
員
会
と
し
て
は
真
摯
に
反
省
」
し
て
い
る
と
答
弁
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
中
間
と
り

ま
と
め
」
で
は
「
過
酷
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
深
刻
な
事
故
を
招
く
と
言
う
潜
在
的
危
険
性
が
あ
る
」
と
言
明
し
た
。
改
め

て
、
政
府
と
し
て
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
の
過
小
設
定
に
つ
い
て
反
省
を
示
さ
れ
た
い
。

�

本
年
三
月
二
七
日
に
原
子
力
安
全
委
員
会
事
務
局
が
公
表
し
た
資
料
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
の
目
安
の
見
直
し
に
係

り
、
同
委
員
会
環
境
管
理
課
都
筑
課
長
が
「
�
�
ｋ
ｍ
超
で
は
対
策
を
要
す
る
水
準
に
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
従
来

の
ロ
ジ
ッ
ク
を
踏
襲
し
た
い
」
と
述
べ
、
同
委
員
会
樋
口
技
術
参
与
は
「
日
本
で
は
﹇
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
﹈
の
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
従
来
の
ス
タ
ン
ス
を
踏
襲
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
基
本
的
に
同
じ
ス
タ
ン
ス
で
行

く
」
と
述
べ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
以
上
、
平
成
二
二
年
一
〇
月
一
二
日
打
合
せ
メ
モ
に
記
載
）
。
同
じ
く
、
電

気
事
業
連
合
会
は
平
成
二
三
年
一
月
一
三
日
付
文
書
に
お
い
て
、
「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
を
�
�
ｋ
ｍ
以
上
で
設
定
し
た
場
合
、
そ
の

領
域
内
に
入
る
新
た
な
自
治
体
は
、
現
状
枠
組
み
の
自
治
体
と
同
等
程
度
の
取
扱
い
（
交
付
金
・
補
助
金
）
を
要
求
す
る

可
能
性
が
あ
る
」
「
現
状
枠
組
み
自
治
体
と
事
業
者
と
同
等
程
度
の
関
係
構
築
（
た
と
え
ば
、
安
全
協
定
、
要
員
派
遣
な

ど
の
緊
急
時
対
応
他
。
）
を
望
む
可
能
性
が
あ
る
」
等
の
「
推
定
」
を
示
し
て
い
る
。
三
月
一
五
日
に
同
委
員
会
事
務
局

が
公
表
し
た
資
料
で
は
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
圧
力
を
か
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
一
連
の
経
緯
に
よ

五



り
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
及
び
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
導
入
は
見
送
ら
れ
、
原
子
力
防
災
を
改
善
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
時

の
防
護
措
置
を
巡
る
混
乱
及
び
被
害
拡
大
に
対
す
る
政
府
及
び
電
事
連
の
責
任
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え
る
が
、
い
か
な

る
認
識
か
。

�

さ
ら
に
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
公
表
し
た
「
我
が
国
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
応
の
規
制
上
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
で
は
「
Ｓ
Ａ
﹇＝

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
﹈
を
法
令
に
よ
り
規
制
す
る
こ
と
は
…
…
既
に
許
認
可
を
受
け
た
原
子
炉

（
既
存
炉
）
の
安
全
性
の
優
劣
に
疑
義
が
生
じ
、
基
本
設
計
の
妥
当
性
が
争
わ
れ
る
行
政
訴
訟
上
の
問
題
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
う
や
く
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
が
法
定
化
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
が
、

政
府
と
し
て
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
法
定
化
を
先
送
り
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
反
省
し
て
い
る
か
。

�

一
連
の
経
緯
か
ら
は
、
過
酷
事
故
の
影
響
を
試
算
し
、
そ
れ
に
照
ら
し
て
防
護
措
置
が
必
要
と
な
る
範
囲
を
設
定
す
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
が
顛
倒
し
、
財
政
負
担
や
原
発
運
営
へ
の
影
響
を
限
定
的
に
す
る
た
め
に
Ｅ
Ｐ
Ｚ
を
限
定
し
、
そ
れ
を

正
当
化
す
る
た
め
に
事
故
想
定
を
過
少
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
強
い
疑
義
が
生
じ
る
。
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策

で
も
同
様
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
顛
倒
が
強
く
疑
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
従
来
の
延
長
線
上
で
「
地
元
」
の
範
囲
を
考
え
る
正

当
性
は
全
く
失
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
原
子
力
安
全
委
員
会
が
福
島
第
一
原
発
事
故
を
踏
ま
え
て
、
事
故

六



想
定
を
見
直
し
、
試
算
を
行
っ
て
Ｐ
Ａ
Ｚ
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
目
安
を
提
示
し
た
よ
う
に
、
白
紙
か
ら
「
地
元
」
の
範

囲
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
福
島
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
れ
ば
、
過
酷
事
故
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
、
立
地
点
毎
に
事
故
影
響
の
及
ぶ
範
囲
を
検
討
し
、
そ
れ
を
「
地
元
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
当
該
範
囲
の
自
治
体
は
事

故
時
に
、
放
射
能
被
害
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
や
経
済
活
動
の
制
約
な
ど
甚
大
な
影
響
を
被
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
的
に

防
災
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
な
が
ら
、
再
稼
働
を
含
め
原
発
に
係
る
重
要
事
項
に
関
与
で
き
な
い
の
は
不
当
で

あ
る
。
政
府
は
「
地
元
」
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
は
、
一
義
的
に
決
め
ら
れ
な
い
と
言
う
が
、
最
低
限
Ｕ
Ｐ
Ｚ
は
含
め
る
べ

き
で
あ
り
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
や
過
酷
事
故
想
定
で
影
響
が
及
び
得
る
範
囲
の
自
治
体
も
排
除
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。
以
上
を

踏
ま
え
て
、
原
発
再
稼
働
判
断
に
係
る
「
地
元
」
の
範
囲
又
は
そ
れ
を
判
断
す
る
基
準
若
し
く
は
要
素
に
関
す
る
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

現
行
の
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
は
そ
の
前
提
を
含
め
て
瑕
疵
が
あ
り
、
福
島
第
一
原
発
事
故
時
に
は
混
乱
と
被
害
の
拡
大

を
招
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
使
用
済
み
燃
料
等
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
順
次
対
応
を
進
め
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
原
子

力
防
災
の
見
直
し
、
強
化
が
文
書
上
だ
け
で
な
く
、
実
地
に
完
了
す
る
こ
と
が
原
発
再
稼
働
の
最
低
条
件
の
一
つ
で
は
な
い

か
。
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

七



右
質
問
す
る
。

八


